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現させた遺伝子導入米の経口予防投与による GPI誘導関節炎(GPI-induced arthritis; GIA)の抑制効果
を検討したものである。その要旨は以下のとおりである。 
 








を確認している。第 2に、作成された APL発現米を GIAマウスに経口予防投与し、関節炎を誘導後、in 
vivoで肉眼的および組織学的な関節炎重症度の抑制を明らかにしている。第 3に、同様に APL発現米を
経口予防投与された GIAマウスにおいて、血清抗 GPI抗体価、脾臓および所属リンパ節の IL-17産生が
各々抑制されることを明らかにしている。第 4に、血清抗 GPI抗体産生の抑制機序を検討するにあたり、
所属リンパ節における B細胞関連分子 (BAFF、BLIMP1、IRF4、IL-6、IL-21、BCL6) の mRNA発現を解析
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しており、APL発現米の経口予防投与によって BAFF mRNA発現が抑制されることを明らかにしている。
著者は BAFF発現の低下を介した B細胞活性の抑制が血清抗 GPI抗体産生の低下に寄与する可能性を考
察している。第 5に、IL-17産生の抑制機序として、脾臓における T細胞抑制関連分子 (FOXP3、GITR、
CTLA4、IL-10、PDCD1、EGR2) の mRNA発現を解析し、APL発現米の経口予防投与によって GITR mRNA発






















平成 28 年 12 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
